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海南消告示第２３号 

 

令和５年度海部南部消防組合人事行政の運営等の状況について 

 

海部南部消防組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１８年海

部南部消防組合条例第１号）第５条の規定に基づき、令和５年度（一部項目につ

いては、令和６年４月１日現在）における海部南部消防組合人事行政の運営等の

状況について、次のとおり公表します。 
 

令和６年１１月２６日 
 

海 部 南 部 消 防 組 合 

管理者 安 藤 正 明 

１ 職員の任免及び職員数に関する状況 

（１）職員の任免に関する状況 

区分 
令和５年４月１日～ 

令和６年３月３１日 
令和６年４月１日 備  考 

退職者数 １名 ０名 定年退職 

採用者数 ４名 ４名 競争試験 

再任用者数 ３名 ３名 継続任用 
 

（２）職員数に関する状況   再任用短時間勤務職員を除く。 

部   門   別 令和６年４月１日現在 

消防本部 

消防長 １名 

総務課 ５名 

予防課 ８名 

消防課 

１２名 

うち、７名派遣 

（海部地方消防通信指令事務協議会、日本

消防協会、弥富市役所防災課、飛島村役場

総務課、名古屋市防災指令センター） 

消 防 署 

消防署（本署） ４９名 

北分署 ２３名 

南出張所 １０名 

計 １０８名 

 

２ 職員の人事評価の状況 

職員の執務について勤務成績を的確に把握し、公正な評価を行い、もってこ

れを職員の能力開発及び人材育成に活用し、適正な人事管理を図ることを目的
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に人事評価制度を導入しています。 

 

３ 職員の給与の状況 

令和５年度中職員の給与状況 

職員数 給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計 

１０５名 ３８０，０２８千円 １１６，３３７千円 １６１，４０１千円 ６５７，８１６千円 

注）職員手当には、退職手当を含みません。 

１人当たり給与費 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

４，７２７千円 ３０２千円 ３９４千円 ３８．５歳 

注）１人当たり給与費及び平均給与月額は、給料及び職員手当（期末・勤勉手当

を除く。）の合計額です。 

 

４ 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

１週間当たり

の勤務時間 

毎日勤務者 
３８時間４５分 

交替制勤務者 

勤務時間 

毎日勤務者 

７時間４５分／日 

始業時刻    ８時３０分 

終業時刻   １７時１５分 

交替制勤務者 

１５時間３０分／当務 

始業時刻    ８時３０分 

終業時刻  翌日８時３０分 

休日 土曜日、日曜日、祝日、国民の休日、年末年始 

休暇 
年次有給休暇、病気休暇、特別休暇（忌引・夏季・ 

結婚・出産・育児・養育等）、介護休暇 

 

５ 職員の分限及び懲戒処分の状況 

（１）分限処分  なし 

（２）懲戒処分  減給５名、戒告１名 

 

６ 職員の休業の状況 

（１）育児休業  なし 

（２）部分休業  なし 
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７ 職員の服務の状況 

地方公務員法及び海部南部消防組合条例等の規定に基づき、義務規定・禁止

規定の遵守 

 

８ 職員の退職管理の状況（令和６年３月３１日現在） 

区分 退職者数 

再就職先 
再就職者

合計 再任用職員 嘱託職員 
その他団体

(民間企業等) 

部長相当職      

次長相当職      

課長相当職      

合計 ０名     

 

９ 職員の研修の状況 

研  修  先 研修数 研修者数 

救急救命研修所 １ １名 

愛知県消防学校 １０ １５名 

消防大学校 ２ ２名 

市町村振興協会研修センター １９ ２６名 

海部地区市町村職員研修 ４ ７名 

救急救命士関係 病院実習 １８ １８名 

 

１０ 職員の福祉及び利益の保護の状況 

（１）健康診断 

ア 全職員に対し、定期健康診断実施 

イ 救急業務（支援業務を含む。）に携わる職員に対し、感染症抗体検査実施 

ウ 感染性患者搬送時患者等に接触した職員に対し、感染症検査実施 

エ 深夜業務に従事する職員に対し、深夜業務従事者健康診断実施 

（２）愛知県市町村職員共済組合に加入し、同組合による保険等の短期給付事

業、年金等の長期給付事業並びに保健、貯金及び貸付等の福祉事業実施 

（３）職員の災害補償 

ア 公務災害認定件数 ０件 

イ 通勤災害認定件数 ０件 

 

１１ 消防職員委員会の状況 

消防職員委員会制度は、消防職員からの意見を幅広く求めることにより、

消防職員間の意思疎通を図るとともに、消防事務に職員の意見を反映しやす

くすることにより、職員の士気を高め、もって消防事務の円滑な運営に資す
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ることを目的としています。令和５年度は５件の意見が提出され、そのうち

の１件を審議対象外とし、１回開催しました。消防職員委員会の審議結果は、

委員会意見書として消防長に提出され、消防長は当該意見を尊重して処置し、

処置の結果の要旨を職員に周知しました。 

 

提 出 意 見 の 区 分 提出意見数 審議意見数 

勤務条件及び厚生福利関係 ３件 ３件 

被服及び装備品関係 １件 １件 

設備、機械器具その他の施設関係 ２件 ２件 

 

１２ 公平委員会等の業務状況 

内    容 
勤務条件に関する措置

の要求 

不利益処分に関する不

服申立て 

新規 ０件 ０件 

前年度からの繰越 ０件 ０件 

終了 ０件 ０件 

注１） 「勤務条件に関する措置の要求」とは、公平委員会に対し、職員が

給与・勤務時間などの勤務条件に関して、組合が適切な措置を講ずる

よう要求できる制度です。 

注２） 「不利益処分に関する不服申立て」とは、職員が懲戒処分などの不

利益処分を受けたことに不服があるときに、公平委員会に対し不服申

立て（審査請求）ができる制度です。 

 

むすび 

以上、人事行政の運営状況について説明しました。 

令和５年度には職員のハラスメントを一掃し、消防長によるハラスメント

撲滅宣言のもと職員の働きやすさの向上を推進してまいりました。 

本組合は、職員に対する職場環境をより良いものに改善するよう努力する

とともに、職員研修等の教育訓練を通じて災害対応能力の向上に努め、地域

住民の安全を守るという消防の使命を常に念頭に置き、住民の皆様の負託に

応えていきます。今後一層、住民各位の御理解と御協力を切にお願い申し上

げます。 

 


